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Ⱥ͉̲͛ͅȻ
　自己導尿は神経因性ᦏ᥻やஜ立ஏ๬大症などのئ
部尿路閉塞にฺい、ᦏ᥻のਓੀ機能が೩ئし、大ၾ
のॼ尿や尿閉をきたしたા合に、一೰時間ごとに尿
ൽからᦏ᥻へカΞーΞルをொ入しᦏ᥻にある尿を排
੄させる方法である。
　今回、ఝ状ឃ૮とΰルβスウイルスଡ膜炎による、
排尿障害の症例を経験した。ウイルス性疾患による
排尿障害において自己導尿の継続が排尿障害の٨஝
に有効だと思われたので報告する。
Ⱥম例ˍȻ
　łঙ77प੫性。֮部ఝ状ឃ૮（˯1領域）で๧ໂ
科へ入院。ֲᦝ部から֮部にかけて຾ਆ性ࣄแとକ
༺形成を認め、入院ஜより排༒・排尿障害あり。
ȺࠐًȻ
　入院後、アシクロΫル点഍୓ಕを１日３回˕日間
行い、排尿障害に対して΀ήラϋΙルカプセルとα
΍΋リϋ८の内໚、１日４回の೰時導尿を行う。入
院時のॼ尿ၾは150Ůŭだった。๧૮の᝼๦化、ア
シクロΫル点഍ਞၭ後も排尿障害は٨஝せずॼ尿ၾ
は100Ůŭだった。ప院に向け入院10日目に自己導
尿指導開ইとなった。指導１日目は、カΞーΞルொ
入が難しくջ存的であった。指導開ই２日目一度導
尿が成ࢗすると、ܔびとともに自己導尿に対し意ဳ
的になった。３日目、自఺۪ޏに合わせဢ৆トイτ
でのႯਠを行い、ˑ日目自己導尿継続でప院となっ
た。ప院後、10日目の再診日にはॼ尿が0～ 20Ůŭ
までࡘり自己導尿は中গとなった。
Ⱥম例ˎȻ
　˞ঙ74प੫性。ΰルβスウイルスଡ膜炎で当院
神経内科へ入院。ၰئঠの֑和感・༜行障害と尿閉
があり尿ൽカΞーΞル管ၑとなる。
ȺࠐًȻ
　入院後、アシクロΫル点഍୓ಕを１日３回７日間
行う。尿閉に対し、΀ήラϋΙルとα΍΋リϋの内
໚開ই行い、１਩間後尿ൽカΞーΞルのาݲ、１日
４回の೰時導尿開ইを行う。尿ൽカΞーΞルาݲ時
のॼ尿ၾは3Ĺ0Ůŭだった。入院後３਩間目、自己
導尿指導を開ই、ॼ尿ၾは250 ～ 350Ůŭだった。
˞ঙは自己導尿に消ޭ的でະ安な言動も多く໳かれ
た。指導ˑ日目、˞ঙよりప院後の生活にະ安があ
ることが໳かれた。再度、疾患の予後や自己導尿の
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要কȇ自己導尿は神経因性ᦏ᥻やஜ立ஏ๬大症などのئ部尿路閉塞にฺい、ᦏ᥻のਓੀ機能が೩ئし、大
ၾのॼ尿や尿閉をきたしたા合に、一೰時間ごとに尿ൽからᦏ᥻へカΞーΞルをொ入しᦏ᥻にある尿を
排੄させる方法である。
　今回、ఝ状ឃ૮とΰルβスウイルスଡ膜炎による、排尿障害の症例を経験した。ウイルス性疾患による
排尿障害において自己導尿の継続が排尿障害の٨஝に有効だと思われ、今後自己導尿を行う患者に対し、
患者の心ၑ・২会的アセスιϋトを十分に行い、自己導尿指導を行っていきたい。
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ຈ要性、২会঑׳の୰明を行った。その後˞ঙは自
己導尿に対し意ဳ的となった。自఺۪ޏと同じဢ৆
トイτでႯਠを行うと自己導尿خ能となった。˞ঙ
からも自૞がついた発言が໳かれた。指導開ই10
日目、ॼ尿ၾが30 ～ 50Ůŭまでࡘઁした。自己導
尿継続でప院となった。ప院後一日２回の導尿は継
続され、ॼ尿ၾは50Ůŭとなっている。࡛在も内໚
継続と自己導尿は継続している。
Ⱥࣉख़͂͛͘Ȼ
　ఝ状ឃ૮やΰルβスウイルスによる神経因性ᦏ᥻
の排尿障害は、予後は良ࢡとされており、自己導尿
継続することで排尿障害は٨஝された。しかし、急
性に発症する排尿障害や尿閉は、患者のະ安やୈ神
的໅౜が大きく、さらに自己導尿がຈ要なことでさ
らに患者の˭˫˨は೩ئする೑感した。「自己導尿
がຈ要な患者のະ安やୈ神的ߎ೑を৾りੰくために
は、患者へ予後が良ࢡであり排尿障害は回໘するこ
とを୰明すること」とᔾ૩ঙは言っている。今回、
患者と向き合う中でな̶自己導尿のຈ要なのか疾患
のことを͏くめた୰明を行い、自己導尿の継続がᦏ
᥻機能の回໘につながることを୰明を行った。さら
に在఺への঑׳の୰明を行ったことが患者のະ安や
ୈ神的໅౜を和ら̬、自己導尿の受け入れができた
と考える。今後、自己導尿を行う患者に対し、患者
の心ၑ・২会的アセスιϋトを十分に行い、自己導
尿指導を行っていきたい。
